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 NEWS Release 

Your Success, Our Pride. 

三井海洋開発と業務提携に向けた協議及び事業性の検証に関する覚書を締結 

2021年 7月 15日 
東洋エンジニアリング株式会社 

 
東洋エンジニアリング株式会社（本社︓千葉県習志野市、取締役社長︓永松 治夫、以下「TOYO」）と三井海洋
開発株式会社（本社︓東京都中央区、代表取締役社長︓金森健）は、FPSO（Floating Production, 
Storage and Offloading system︓浮体式海洋石油・ガス生産貯蔵積出設備）の EPCI（Engineering, 
Procurement, Construction and Installation︓設計から機器購入、建造、据付までの一括工事）事業での
業務提携に向けた協議、及び事業性の検証に関する覚書を締結いたしました。両社は、2021 年末までを目途に合弁
会社を設立することも視野に入れて協議・検証を行います。 

 
原油・天然ガス確保に向けてFPSOの潜在需要は底堅く、新規案件の開発も着実に進むものと予想されており、FPSO
事業によりエネルギーの安定供給に貢献していく社会的意義は高いとの認識で両社一致しております。一方、低炭素・
循環型社会の実現に向けた取り組みは、それぞれの業界におけるリーディングカンパニーの使命であり、両社のシナジーに
よって次世代 FPSO の新規技術開発と新規事業創出に向けた取り組みを進める方針です。 

 
これらの前提を踏まえ、両社は以下を目的として、FPSO EPCI事業での業務提携について協議し、事業性の検証を行
います。 

 
(1) 設計、及びプロジェクト管理能力の強化   
(2) 人材及び組織の強化・最適化 
(3) 両社のリソース活用を通じた、大型 FPSO プロジェクトの遂行機会の増加・同時遂行能力の強化 
(4) コスト競争力強化による受注機会の増加 
(5) コスト見積りの精度向上による EPCI事業の収益性向上 
(6) 次世代 FPSO に向けた新規技術開発 
(7) 低炭素・循環型社会の実現に寄与する成長分野に向けた新規技術・商品開発の追求 
 

TOYO は、石油・ガス開発、石油精製、石油化学、化学肥料に加え、発電・交通システムをはじめとする社会インフラ
領域にまで幅広い建設実績を有する総合エンジニアリング企業です。世界各国に広がる 6 つの EPC 拠点ネットワークを
駆使して、「環境調和型社会」と「豊かな暮らし」の両立を目指したエンジニアリングサービスを提供しています。 
 
両社は、これまでも過去 15年以上にわたり、FPSO トップサイド（船体に搭載する原油・ガス生産設備）について協業
してまいりました。この度の協議では、FPSO の EPCI 全体を対象範囲として、より統合的な提携による、さらなる相乗効
果を期待するものです。 
 
＜お問い合わせ先＞ 
 広報・IR部 [担当︓飯田、福島］ TEL︓047-454-1113 


